
第69期 報告書

証券コード ７９９９

平成29年4月1日から平成30年3月31日まで



　株主の皆様には、日頃より格別のご高配を賜り
厚くお礼申し上げます。
　ここに、第69期報告書をお届けし、当期の業績
および当社グループにおける取り組みにつきまして
ご報告申し上げます。

代表取締役社長　早川信正

■株主の皆様へ

■事業の経過および成果のご説明
　当連結会計年度における世界経済環境は、アジア太平洋地域をはじめ全世界的に広がる地政学リスクの影響など不
安定な要素はあったものの、緩やかな拡大傾向で堅調に推移しました。国内経済においては、為替相場は総じて安定
した円安傾向が継続し、雇用情勢の改善と消費者マインドの持ち直しなどにより緩やかな回復基調が続きました。

　当社グループを取り巻く事業環境において、主力製品である大判インクジェットプリンタ事業では、既存市場にお
ける大手メーカーの参入による製品価格の下落が続く一方、テキスタイル印刷、UVインクを使用したインダストリ
アル市場向け工業印刷など新市場が拡大しています。
　3Dプリンタ事業では、造形素材の多様化により試作品の製作用途から量産部品の生産用途に市場の拡大が期待さ
れています。

　当社グループは、経営体質を抜本的に強化するため、開発・生産・販売にわたる業務プロセス改革、仕組み改革を
実施し、将来にわたる収益力向上に取り組んでまいりました。
　大判インクジェットプリンタにおいては、汎欧マーケティング施策の一元化、物流改革などを推進すると同時に、
成長分野と位置付けるインダストリアル市場を対象とした新製品開発を推進し、ギフト・ノベルティ業界向けA2サ
イズUVプリンタ『VJ-626UF』、高品位印刷・高生産性の高速LED-UVプリンタ『VJ-1638UR』、当社初の大型
フラットベッドLED-UVプリンタ『PJ-2508UF』、多品種小ロット向けロールメディア対応小型プリンタ

『VJ-628MP』の4機種を発売しました。
　3Dプリンタにおいては、大型光造形タイプの『ML-200』、写真画像から3Dデータを作成する3Dスキャナー

『MS-600N／PX』、造形後に体温で変形可能で抗菌機能も発揮する『感温性抗菌新型フィラメント』、従来の5倍速
で造形できる『ML-48専用高速造形樹脂』を発売しました。また収益性向上を目的に開発資源の選択と集中を進め
ると同時に、日本HP社とマスターパートナー契約を締結、同社製品の販売を開始し、あわせて東京に実機を設置し、
プリンティングソリューションの提供を開始いたしました。また3Dソリューションサービスでは、より手軽に3D
フィギュアを楽しんでいただけるよう、スマートフォンなどで撮影した顔写真からオリジナル3Dフィギュアが作れる、
インターネットサイト『One-Eye ごぶりん』をオープンしました。
　
　以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高は200億48百万円（前年同期比2.2％減）となり、営業利益は1
億60百万円（前年同期比12.5％減）、経常利益は3億41百万円（前年同期比71.0％増）となりました。親会社株
主に帰属する当期純損失は3億37百万円（前年同期は1億13百万円の損失）となりました。

　なお、当期末の配当金につきましては、株主の皆様の日頃のご支援にお応えすべく、1株当たり35円00銭（10株
を1株に併合したため実質前期末と同額）を継続させていただきます。　
　次期に向けては、成長性と収益性をともに確保できる事業構造を目指し積極的な施策を推進してまいります。
　皆様には、今後とも引き続きご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

常に革新し
挑戦を続け
社会に貢献する

基本方針
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○売上高
　　　　　　　　　第69期

○営業利益
　　　　　　　　　第69期

○経常利益
　　　　　　　　　第69期

○親会社株主に帰属する
　当期純損益　　第69期

○総資産額
　　　　　　　　　第69期

○純資産額
　　　　　　　　　第69期

20,048百万円

160百万円

341百万円

△337百万円

29,898百万円

23,019百万円

第67期
23,449百万円

第67期
689百万円

第66期
1,354百万円

第66期
2,684百万円

第66期
32,027百万円

第66期
25,061百万円

第68期
20,493百万円

第66期
23,475百万円

第68期
183百万円

第66期
1,306百万円

第68期
199百万円

第68期
△113百万円

第68期
30,514百万円

第68期
23,484百万円

次期の
業績予想

　世界経済は、欧米を中心に緩やかな拡大傾向を示しておりますが、中東、東アジアの地政学リスク、米国の通商政策な
ど、先行き懸念要素は払拭されておりません。
　このような状況の中、当社グループでは、成長性と収益性をともに確保できる事業構造への転換を加速します。主力の
大判インクジェットプリンタ事業では、製品構成を成長市場であるインダストリアル、テキスタイル分野へシフトし、販
売活動については、成長分野での拡大と高収益が期待できる欧米ならびに日本市場を中心に更に強化してまいります。
　3Dプリンタ事業においては、コンシューマ向け製品から業務用製品へシフトし、より収益力の高い自社製品の販売強
化を図り、あわせて日本HP社など他社製品の仕入れを増強しラインアップを拡充してまいります。

当期事業別セグメント
売上高（百万円）

情報画像関連機器事業

設計計測機器事業・不動産賃貸事業
ならびにその他の事業

情報サービス事業

・第68期 20,493百万円

・第69期 20,048百万円

・第67期 23,449百万円

2,171 2,216

16,104

2,155 2,112

15,780

2,163 2,188

19,096

単位：百万円

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属
する当期純利益

連結業績予想 20,500 240 260 20 （平成30年5月15日公表値）

第67期
622百万円

第67期
148百万円

第67期
31,701百万円

第67期
23,917百万円

連結決算ハイライト
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情報画像関連
機器事業

情報サービス
事業

設計計測機器事業
不動産賃貸事業

ならびに
その他の事業

　アジア地域においては、収益性改善に向けた売価是正施策を実
施するも3Dプリンタ市場の一服感の影響から減収となりました
が、コスト削減効果により損失額は改善し、売上高62億68百万
円（前年同期比9.1％減）、セグメント損失2億68百万円（前年
同期は4億29百万円の損失）となりました。
　北米地域においては、市場競合が激しさを増し価格下落の影響
により、売上高34億51百万円（前年同期比4.4％減）、セグメ
ント利益87百万円（前年同期比65.9％減）となりました。
　欧州地域においては、価格下落の影響はあるものの産業用分野
への拡販施策が奏功し、売上高60億59百万円（前年同期比
8.2％増）、セグメント利益2億82百万円（前年同期比81.2％増）
となりました。

　情報サービス事業においては、CAD事業・システムソリュー
ションサービス事業などの既存事業を中心に販売はほぼ前年並み
に推移したもののコスト増などの影響により、売上高21億55百
万円（前年同期比0.7％減）、セグメント利益1億47百万円（前年
同期比10.1％減）となりました。

　設計計測機器事業においては、LED機器の販売減少により、売
上高13億65百万円（前年同期比11.7％減）、セグメント利益1
億27百万円（前年同期比14.6％減）となりました。
　不動産賃貸事業においては、空室率の低下と計画修繕の実施に
より、売上高3億48百万円（前年同期比32.2％増）、セグメン
ト利益1億91百万円（前年同期比5.1％減）となりました。
　その他の事業においては、販売が若干減少傾向で推移し、為替
が円安基調で仕入原価が上昇した影響により、売上高3億98百
万円（前年同期比2.0％減）、セグメント損失24百万円（前年同
期は22百万円の損失）となりました。

売上高
15,780百万円

78.7%

売上高
2,112百万円

10.5%

売上高
2,155百万円

10.8%

事業セグメントの概況
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『ロータリーユニット』はVJ-626UFに対応し、円筒メディアに360度ダイレクト
印刷を可能にする専用治具です。
◆円筒形状メディアに360度ダイレクトプリント
幅30mm～360mm、直径30mm～120mm、重さ1kg以下の円筒形で
突起の無い平滑性の高いものに対応

◆ローラーピッチは2段階調整式
　狭いメディア：直径30～80mm／広いメディア：直径60～120mm
◆ユーザーフレンドリー設計
◆ダミーテーブルでユニットを装着したままノズルチェックが可能
◆本体付属のメディア押さえでメディアのズレを抑制し、安定した印刷を実現

360度ダイレクトプリント
VJ-626UF専用『ロ－タリ－ユニット』発売

VJ-626UF専用『ロータリーユニット』 円筒メディアプリントサンプル

ラップタイプ ひざ用サポーター 
PRO社製 『スーパープロ　ニーサポート』 発売

『スーパープロ　ニーサポート』は、PRO社製のラップタイプ（左右兼用）のひざ用 
サポーターです。PRO社は、米国で50年の歴史があるトップメーカーです。地上で
最も激しいプロスポーツの一つであるNFLの現場で生まれた『PRO』は、34ヶ国で
愛用されているスポーツ・サポーターの世界ブランドです。

◆保温性と耐久性に優れたネオプレンゴムで、肌にも快適で軽快な装着感
◆3ヶ所留めストラップで固定力が調節可能なラップタイプ
◆2重パッドで膝蓋骨を固定しひざ全体をサポート
◆ひざ窓あきタイプでお皿を固定させ屈伸をスムーズに
◆フリーサイズ（34～51cm対応）でカラーはブラック 『スーパープロ　ニーサポート』 装着例

写真からオーダーできる 3Dフィギュア
『One-Eye ごぶりん』サイトがオープン

本人そっくりのフィギュアが、写真から簡単に作成できます！！
まずムトーフィギュアワールドの3D作成ページ『ごぶりん』に
アクセスしてください。 http://www.one-eye-goblin.com/

お手元のスマートフォン等で写真撮影。
さあ髪の毛を上げて、ハイチーズ！ 
撮影した顔写真をアップロードしてください。

60秒くらいでフィギュアのデザインイメージ
がたくさん表示されます。（スマートフォン等
では左側に1列で表示されます）

デザインイメージの中からお気に入りの
一体を選んでください。
（季節に応じて衣装が変わります）

出来上がりフィギュアを確認し、購入ボタン
をクリック！ 2週間ほどでお手元にフィギュア
が届きます。
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『VJ-1638UR』は、1,625mm幅対応のロールメディア専用の高速LED-UVインクジェットプリンタです。
ロールメディア専用機にすることでUVプリンタの性能、作画品質はそのままに、低価格での提供が可能にな
りました。

◆    プリントヘッドを2個千鳥配列にし、左右に配置したLED-UVランプが 
最高作画速度22.7㎡/hの生産性を実現（Banner-2モード時）

◆    LED-UVランプの採用により低エネルギー消費で長寿命を達成
◆    環境に配慮したLED-UVインクは、VOCフリーで硬化後は低臭気
◆    LED-UVの低温硬化により、熱に弱いメディアにも対応可能
◆    高い印刷品質を提供する作画エフェクト「i-Weave UV」を搭載
◆    オートカット機能を搭載
◆    新設置の開閉カバーにより作業スペースが拡大し、メンテナンス性が向上
◆    クリーニングワイパーをユニット化して、ユーザーによる交換も可能
◆    インクミスト対策により印刷品質の安定性が向上

『PerformanceJet2508UF』は、MUTOH初の大型フラットベッドLED-UVインクジェットプリンタです。
最大2,540×1,250mm（ボード材）のメディアに対応し、プロモーションアイテム、パネル、ショー
ウィンドウディスプレイ、標識、賞品、ラベル、包装プロトタイプ等、多様なニーズにお応えします。
米国、欧州、アジア地域をはじめ、グローバルに産業印刷市場へ投入いたします。

◆    用途に合わせ4（標準装備）、6、8基のプリントヘッドを選択・追加可能
◆    プリントヘッドを千鳥配列にし、90㎡/hの高速印刷を実現
　 （標準4ヘッド/2パス/600×300dpi/Featherなし/ドラフトモード）
◆    自動メディア厚検出機能を搭載し、最大メディア厚100mm（50kg/㎡）

に対応
◆    4つのゾーンに分かれたバキュームテーブルが多種多様なメディア・サイ

ズをしっかり固定
◆    自動メディアセットピンシステムとメディア浮揚機能が重量メディアの取

扱いと位置決めを容易に
◆    解像度600×1200dpiの高画質とプリント技術を駆使した高品質作画
◆    優れた耐久性と色域を備えたUVハードインク（CMYK+Wh、バーニッ

シュ）を用意
◆   標準装備の静電気除去システムが最高の印刷品質を保つ

トピックス

高品位印刷と生産性を兼ね備えた
高速LED-UVインクジェットプリンタ『VJ-1638UR』新登場

MUTOH初の大型フラットベッドLED-UVインクジェットプリンタ
『PerformanceJet 2508UF』誕生

高速LED-UVインクジェットプリンタ
『VJ-1638UR』

大型フラットベッド
LED-UVインクジェットプリンタ

『PJ-2508UF』
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『MS-600N/PX』は、2,400万画素のデジタル一眼カメラ2台を使用して、
高解像度・高品質で実用的な3Dデータを実現します。

◆    オールインワン・パッケージ
　    スキャンに必要なものを全て揃えて 

ご提供
◆    短時間撮影
　    撮影時間はわずか60秒
◆    スキャン技能不要
　    ターンテーブル使用で対象物を確実に

撮影
◆    対象ワークサイズ
　 100mm角～400mm角
　 （カメラ増設で最大600mm角）

3月22日～24日、米国フロリダ州オーランドで、サイン、グラフィックス、
ビジュアルコミュニケーション業界の主要イベントである「ISAインターナ
ショナルサインエキスポ」が開催されました。そこで、米国大判デバイスの専
門誌「Wide Format & Signage Magazine」による、“2018年読者が選ぶ
Top Product Awards” が発表になり、MUTOHが出展したLED-UVハイブ
リッドインクジェットプリンタ『VJ-1638UH』が、＜出力デバイス：ハイ
ブリッドプリンタ/ソルベントプリンタ部門＞で受賞しました。

『VJ-1638UH』は2017年に続き、2年連続の同賞受賞となります。この賞
は、実際にディーラー様、ユーザー様等に機種を見て、使用していただいた
上で投票されます。『VJ-1638UH』がお客様から総合的に評価され、品質を
認めていただけた結果と受け止めています。
MUTOHは、引き続き大判インクジェットプリンタ市場を牽引する製品を提供
してまいります。

高解像度3Dスキャナ
3D PhotoScan System『MS-600N/PX』発売

「Wide Format & Signage Magazine」
“読者が選ぶ Top Product Awards” 2年連続受賞

3DPhotoScanSystem
『MS-600N/PX』

カンタン自動処理
自社開発したプラグインソフトによって
撮影データから3Dデータを自動作成

『VJ-1638UH』
＜ハイブリッドプリンタ/ソルベントプリンタ部門＞
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連結財務諸表
■連結貸借対照表 （単位：百万円） （単位：百万円）

期　別
科　目

当　　期
平成30年3月31日現在

前　　期
平成29年3月31日現在

期　別
科　目

当　　期
平成30年3月31日現在

前　　期
平成29年3月31日現在

資産の部 負債の部

流動資産

現金及び預金

受取手形及び売掛金

たな卸資産

その他

固定資産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

投資有価証券

その他

18,133

9,441

3,857

3,810

1,024

11,764

8,436

298

3,029

2,697

331

18,689

8,796

4,020

4,702

1,170

11,824

8,578

272

2,973

2,205

767

流動負債 4,910 4,850
支払手形及び買掛金 2,843 2,817
その他 2,067 2,032

固定負債 1,968 2,180
退職給付に係る負債 1,566 1,750
その他 401 430

負債合計 6,878 7,030
純資産の部  
株主資本 24,004 24,591
　　資本金 10,199 10,199

資本剰余金 4,182 4,182
利益剰余金 12,062 12,558
自己株式 △ 2,439 △ 2,348

その他の包括利益累計額 △ 1,815 △ 1,928
非支配株主持分 830 820
純資産合計 23,019 23,484

資産合計 29,898 30,514 負債・純資産合計 29,898 30,514

■連結株主資本等変動計算書　当期（自平成29年4月1日　至平成30年3月31日） （単位：百万円）

株主資本 その他の包括
利益累計額

非支配株主
持分 純資産合計資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成29年4月1日残高 10,199 4,182 12,558 △ 2,348 24,591 △ 1,928 820 23,484
連結会計年度中の変動額
　剰余金の配当 △ 160 △ 160 △ 160
　親会社株主に帰属する当期純損失（△） △ 337 △ 337 △ 337
　自己株式の取得 △ 91 △ 91 △ 91
　自己株式の処分 △ 0 0 0 0
　連結範囲の変動 1 1 1
　株主資本以外の項目の
　連結会計年度中の変動額（純額） 112 9 122

連結会計年度中の変動額合計 － △ 0 △ 496 △ 90 △ 587 112 9 △ 464
平成30年3月31日残高 10,199 4,182 12,062 △ 2,439 24,004 △ 1,815 830 23,019
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売上高の推移（単位：百万円）

営業利益の推移（単位：百万円）

経常利益の推移（単位：百万円）

親会社株主に帰属する当期純損益の推移（単位：百万円）

■連結損益計算書 （単位：百万円）

期　別

科　目

当　　期
自平成29年 4 月 1 日
至平成30年 3 月31日

前　　期
自平成28年 4 月 1 日
至平成29年 3 月31日

売上高 20,048 20,493

営業利益 160 183

経常利益 341 199

税金等調整前当期純利益 437 102

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △ 337 △ 113

■連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

期　別

科　目

当　　期
自平成29年 4 月 1 日
至平成30年 3 月31日

前　　期
自平成28年 4 月 1 日
至平成29年 3 月31日

営 業 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 1,672 797
投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー △ 529 △ 246
財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー △ 309 △ 394
現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額 891 36
現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高 8,556 8,519
連 結 の 範 囲 の 変 更 に 伴 う 増 減 額 △ 6 －
現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高 9,441 8,556

■事業セグメントにおける連結会社

事業区分 会社名

情報画像関連機器事業
武藤工業㈱・ムトーアメリカ社・ムトーヨーロッパ社・
ムトーノースヨーロッパ社・ムトードイツ社・
ムトーシンガポール社・ムトーオーストラリア社

情 報 サ ー ビ ス 事 業 ムトーアイテックス㈱・武藤工業㈱・
㈱ムトーフィギュアワールド

設 計 計 測 機 器 事 業 武藤工業㈱

不 動 産 賃 貸 事 業 MUTOHホールディングス㈱・
㈱ムトーエンタープライズ

そ の 他 の 事 業 ㈱ムトーエンタープライズ

（注）1.   平成30年3月30日付にて、当社は㈱ムトーエンジニアリングの全事業を会社分割（吸収分割）
により継承しております。

2.   ムトーシンガポール社の営業活動は平成30年3月31日をもって終了し、その後は武藤工業㈱か
らの販売に引き継いでおります。
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会社の概要（平成30年6月28日現在）

商 号 

設 立 

資 本 金

本 社 事 務 所 

主な事業内容

ホームページ

MUTOHホールディングス株式会社 
（英文社名　MUTOH HOLDINGS CO., LTD.）

1952年（昭和27年）3月5日 
（創業：1942年（昭和17年）12月）

101億99百万円

東京都世田谷区池尻三丁目1番3号
TEL：03-6758-7100（代）

グループ会社の経営管理および資産管理

http://www.mutoh-hd.co.jp

取 締 役 会 長
代表取締役社長
取 締 役
取 締 役

坂 　 本 　 俊 　 弘
早 　 川 　 信 　 正
鴨 　 居 　 和 　 之
礒 　 邊 　 泰 　 彦

取 締 役
取 締 役
取 締 役

加 　 藤 　 晃 　 章
髙 　 山 　 芳 　 之
小 　 林 　 裕 　 輔

取締役監査等委員
取締役監査等委員
取締役監査等委員

立 沢 　 肇
山 　 田 　 一 　 寛
飛 田 　 博

▪役員（平成30年6月28日現在）

MUTOHグループ会社

MUTOHEuropenv
MUTOHDeutschlandGmbH
MUTOHNorthEuropeS.A.
・スウェーデン販売会社
・フィンランド販売会社
・エストニア販売会社
・ラトビア販売会社
・リトアニア販売会社

MUTOHホールディングス株式会社
武藤工業株式会社
ムトーアイテックス株式会社
株式会社ムトーエンタープライズ
株式会社ムトーフィギュアワールド

MUTOHAUSTRALIAPTY.LTD.

MUTOHAMERICAINC.
・ボストン支店
・アトランタ支店
・シカゴ支店
・ロサンゼルス支店

（注）平成30年1月1日付にて、MUTOH Belgium nv（ムトーベルギー社）はMUTOH Europe nv（ムトーヨーロッパ社）に商号を変更しております。
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株式の状況（平成30年3月31日現在）

■発行可能株式総数 17,000,000株

■発行済株式総数 5,481,818株

■１単元の株式数 100株

■株主数 7,021名

（注）  平成29年10月1日付にて、普通株式10株を1株に併合し、単元株式数を
1,000株から100株に変更しております。

◆所有株式数別分布状況

個人・その他
34.14％
6,713名

外国法人等
2.21％
61名

証券会社
0.45％
18名

その他の法人等
51.58％
206名

金融機関
11.62％
23名

1単元未満
0.54％
1,157名

1,000単元以上
49.78％

5名
500単元以上

4.73％
4名

100単元以上
13.87％
28名

1単元以上
12.26％
5,009名

5単元以上
4.64％
429名

10単元以上
11.49％
367名

50単元以上
2.69％
22名

◆所有者別分布状況

■大株主の状況
株　主　名 所有株式数（株） 持株比率（％）

T C S ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 1,322,000 29.05

三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 210,700 4.63

武 藤 栄 次 158,058 3.47

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 107,139 2.35

ユ ニ シ ス テ ム 株 式 会 社 92,300 2.03

エヌ・ティ・ティ・システム開発株式会社 71,900 1.58

堀 　 啓 一 59,100 1.30

ハ イ テ ク シ ス テ ム 株 式 会 社 56,100 1.23

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口5） 51,500 1.13

シ グ マ ト ロ ン 株 式 会 社 44,400 0.98

（注）  1.   当社は自己株式930,930株を保有しておりますが、上記「大株主」か
らは除いております。

 2. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。
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株主メモ
事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月

期 末 配 当 金
受領株主確定日 毎年3月31日

中 間 配 当 金
受領株主確定日 毎年9月30日

公 告 方 法 電子公告により当社ホームページに掲載
http://www.mutoh-hd.co.jp

※やむを得ない事由により電子公告をする
ことができない場合には、「日本経済新聞」
に公告いたします。

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先

（電話照会先）

〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の全国
各支店で行っております。

ご注意
1. 住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社
にお申出ください。

2. 未払配当金の支払いについて
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

3. 「配当金計算書」について
配当金お支払いの際にご送付しております「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定に基づく「支払通知書」を兼ねております。
確定申告を行う際は、その添付資料としてご使用いただくことができます。確定申告をなされる株主様は大切に保管ください。
ただし、株式数比例配分方式をご選択いただいている株主様につきましては、源泉徴収税額の計算は証券会社等にて行われます。
確定申告を行う際の添付資料につきましては、お取引の証券会社にご確認をお願いします。

この冊子は、環境にやさしい「FSC認証紙」「植物油インキ」を使用し、印刷工程で有機
溶剤等を使わない「水なし印刷」を採用して印刷し、針金を使わずに製本しています。


